
継続：自発的に行動するきっかけとなる。

政 策

結果：行動に移すことで防災意識が向上する。

３）市民へ向けて防災について意識を持って行動をする事業をする。
目的：市民の防災に関する意識を高め行動へ移してもらう。
行動：市民が興味を持って参加し、行動へ移すための場を設える。

継続：身近な人と会話を通じて防災の知識を波及させる。

目的：より多くの市民へ防災に関する関心を波及させる。
行動：地域一体で協力し合えるＴｅａｍを結成する。

２）まちの特性、災害に関して考え、防災の理解を深めるための事業をする。
目的：ひとごとと捉えず一人ひとりが防災について考え自分事として捉えてもらう。
行動：とだわらび地域の防災に関して理解を深める環境を作る。

１）防災をテーマに市民、行政、企業、団体とつながりを構築する。

継続：市民、行政、企業、団体とのつながりを持って課題へ取り組む。

結果：防災への理解を深める。

成果目標

ＫＧＩ

または

ＣＳＦ

・防災意識が向上する。

結果：防災意識向上のための環境が整う。

 頃から周囲の人々と様々な災害時の対策方法等について話し合い、備えることで守れる命、
 家族、財産があることを認識して行動に移してもらう。

ＫＰＩ

または

ＫＦＳ

・地域一体で協力し合えるＴｅａｍを結成する。
・とだわらび地域の防災に関して理解する環境を作る。
・市民が興味を持って参加し、行動へ移すための場を設える。

年間を通しての目標
・とだわらびの市民へ自身の住んでいるまちの特性、災害に関する理解を深めてもらい、日

活 動 概 要
１）防災をテーマに市民、行政、企業、団体とつながりを構築する。
２）まちの特性、災害に関して考え、防災の理解を深めるための事業をする。
３）市民へ向けて防災について意識を持って行動をする事業をする。
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背景・課題

１）近年、防災に限らず暮らし方や価値観の変化から同じ地域であってもお互いが見えずら
 い環境になっている。我々とだわらび青年会議所だけでおこなう活動には限界があり、平
 穏時だからこそ地域一体で協力し合い、つながる必要がある。
２）大規模な広域災害が起きた場合、行政自体が機能できず全ての被災者を迅速に支援する
 ことが難しい状況であることが明確になった。市民一人ひとりが、ひとごととは思わずに
 いつか発生する災害について日頃から考え、備える必要がある。
３）私たち市民が災害、防災について意識をする機会として、多くはどこかで甚大な被災が
 起きたこと、人命が奪われたことをなにかの報道で知った時である。日本は自然災害が多
 いため画像や映像で被害状況を見る機会が多く、一時的に動揺や不安感から防災への関心
 は高まるが、その意識は時間の経過によって記憶と共に薄れるため防災について考え、自
 発的に行動をするまでには至らない傾向にある。


